
近年，わが国のアコヤガイ真珠養殖業においては生産
量および生産額が低迷し，厳しい経営状態が続いている。
こうした状況に対処するには，高品質な真珠の生産効率
の向上を図ることが重要である。真珠の品質は，形，色
調，巻きの厚さ，光沢（テリ），キズ（突起）・シミの有
無の各要素について総合的に評価され，１級品，2 級品，
非商品に区分される。浜揚げされた真珠のうち，1 級品
の割合は低く，10 ～ 30％程度にとどまっているのが現
状である。2 級品および非商品の真珠は，キズ・シミの
みられる真珠，光沢不良や薄巻き真珠等に分類されるが，
品質低下の最も大きな要因となっているのがキズ・シミ
の形成である。

真珠のキズ・シミは，真珠の形成初期に真珠核と真珠
層の間に形成された有機物質が原因となる。その形成メ

カニズムとして，挿核してから外套膜上皮細胞が真珠袋
を形成する際に血球や生殖細胞等の異物が内包された
り，何らかの原因で引き起こされた炎症に対して上皮細
胞が分泌した有機物質に由来することが示されている

（和田ら 1988，青木 1966）。このように，真珠のキズ・
シミの形成には，挿核に伴うアコヤガイの生理的な反応
が関係しており，挿核時の貝の生理状態を調整すること
で，真珠の品質を改善することが可能と考えられる。こ
れまでの試験において，挿核する前にアコヤガイを密閉
性の高い専用の容器（抑制篭または仕立て篭と呼ばれ
る）に収容して貝の生理活動を制限する抑制飼育を行う
ことにより，キズ・シミのない真珠の生産率が向上した
ことが報告されている（植本 1961）。それらの知見をも
とに，真珠養殖では挿核する前にアコヤガイを抑制飼育
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     In pearl culture, prior to nucleus implantation, the metabolic and gametogenesis rates of the pearl oyster are 
effectively reduced by crowding the oysters in baskets and culturing them for several weeks or months. This 
process is conducted to appropriately control the physiological status of the pearl oyster, thereby ensuring the 
production of quality pearls. The aim of this study was to evaluate the suitability of shell-closing strength (SCS) as 
a physiological indicator in the pearl oyster during the period of pre-operation conditioning. SCS is the load value 
necessary to open the shell of a pearl oyster to 10 mm using a shell opener. We reared 3-year-old pearl oysters 
(Pinctada fucata ) for 40 days using a pre-operation conditioning box (water temperature: 20.5～25.1℃), and examined 
the periodic changes in SCS and selected physiological and nutritive indices of the pearl oysters. The relationships 
among these parameters were also investigated. The results showed that the SCS of the pearl oyster tended 
to decrease with the body and adductor muscle weights, and also with a decrease in the protein and glycogen 
contents of the soft tissue. The stocking density of the shellfish in the preconditioning box (80% and 120% of the 
standard density level) did not have significant effect on the decrease pattern of these parameters. At the end of 
the study, a significant correlation was observed between the SCS and the physiological and nutritive indices of the 
pearl oysters. These results suggest that SCS is an effective indicator of the physiological status of pearl oysters 
during the preconditioning period, and that it would be useful in the culture management of this species prior to 
performing nucleus insertion.

三重水研報 第 20 号 平成 23 年３月
Bull. Mie Pref.Fish.Res. Inst. 20  1 － 7（2011）

＊ 1 三重県工業研究所
＊ 2 三重大学大学院生物資源学研究科











　　　　　　

青木秀夫・藤原孝之・石川 卓・渥美貴史・阿部久代・神谷直明・古丸 明

―6―

は，仕立て（抑制）作業によって，貝の閉殻筋および他
の軟体部の栄養成分と肥満度が低下することを報告して
いる。以上のように，抑制飼育したアコヤガイの生理・
栄養状態は明らかに低下することが報告されており，本
研究の結果と一致している。また本研究において，抑制
篭区ではアコヤガイの生殖巣の成熟状態が抑えられてい
たことも既存の報告（植本 1958）と同様であった。抑
制篭区での貝の生理・栄養状態が低下した要因としては，
抑制飼育では篭の内部と外部との海水交流が制限され，
餌料プランクトンの摂取量が少なくなり，貝の基礎代謝
量を補うだけのエネルギー摂取ができなくなることによ
る影響が大きいと推察される。

本研究において，抑制篭へのアコヤガイの収容数の違
いが生理・栄養状態の変動パターンに及ぼす影響を調査
した結果，本試験条件（標準区，80％区，120％区）の
範囲においては，軟体部のタンパク質量は 120％区で有
意に低下し，密度による影響が示唆されたたものの，そ
の他の項目では明確な差異は認められなかった。収容数
が 80％区と 120％区の異なる 2 区においても貝の生理・
栄養状態を示す多くの項目で差がみられなかったことに
ついては，貝の基礎代謝により消費するエネルギー量に
対し，摂取したプランクトン由来のエネルギーが，収
容数の違いによる影響を殆ど受けない程の低いレベルで
あったためであることが推察されるが，詳細な機構は本
研究結果からは特定できない。抑制飼育したアコヤガイ
の閉殻力および各形質の変動に及ぼす要因とその程度を
解明することは，貝の仕立て状態をコントロールするこ
とにつながり，適切な挿核による真珠生産性の向上に貢
献する。したがって，今後は抑制篭の海水交流や他の条
件が，貝の生理状態の変動に及ぼす知見を集積する必要
があると考える。

アコヤガイにおける閉殻力と生理・栄養状態を示す形
質との関係について，これまでに岡本ら（2006）は，抑
制せず丸篭で養殖した貝では，両者の間に有意な相関関
係が認められることを報告している。本研究において，
アコヤガイの抑制飼育開始 40 日後の閉殻力と閉殻筋重
量，タンパク質量，グリコーゲン量との間には有意な正
の相関関係が認められた。このことから，閉殻力は抑制
飼育後のアコヤガイの生理・栄養状態を反映し，抑制の
程度や効果を把握する指標として有効であることが示唆
された。閉殻力はアコヤガイを生かした状態で迅速に測
定できることから，抑制飼育した貝の管理技術のツール
として活用できると考えられる。ただし，閉殻力と各形
質の変動パターンや低下率には差異が認められる他，そ

れらは抑制飼育を開始するときのアコヤガイの生理・栄
養状態のレベルや漁場環境によって異なると推察され
る。そのため，閉殻力を指標とした抑制管理技術の精度
の向上を図るには，それらの要因による変動パターンへ
の影響を解明することが重要である。

以上，本研究により閉殻力が抑制飼育におけるアコヤ
ガイの生理状態の指標として活用できる可能性が示され
た。浜揚げされた真珠の品質は，挿核時におけるアコヤ
ガイの生理状態に左右されることが明らかにされている
ことから，筆者らは挿核時における貝の閉殻力と真珠の
品質との関係を調査した。その結果，高品質真珠の生産
率には閉殻力による差異が認められ，閉殻力が貝の挿核
の適性に関する指標として利用できることを示した（青
木 2010）。今後，高品質真珠の生産効率の向上をはかる
ため，抑制期間における閉殻力の変動パターンの特性を
解明して，貝を挿核に適した状態にコントロールする技
術を開発することが望まれる。

要約

1.  抑制飼育期間におけるアコヤガイの閉殻力および生
理・栄養状態を示す軟体部の諸形質の変動を調査す
るとともに，それらに及ぼす抑制篭への収容貝数の
影響について検討した。

2.  抑制篭に収容した試験貝の閉殻力，閉殻筋 / 殻重量
比，軟体部のタンパク質およびグリコーゲン量は，
飼育日数の経過とともに漸次低下する傾向を示し
た。一方，丸篭に収容した試験貝におけるこれらの
終了時の値は，いずれも開始時と同程度かわずかに
上昇した。

3.  抑制篭区における収容数の違いによる比較では，試
験貝の軟体部のタンパク質量は，抑制篭の収容数が
標準より多い区（120％区）で有意に低かったが，
閉殻力およびその他の軟体部諸形質については，い
ずれも測定値と収容数との間に明確な相関関係はみ
られなかった。

4.  試験貝の抑制飼育開始後 40 日目の閉殻力と軟体部
諸形質との間には有意な相関関係が認められた。こ
のことから，閉殻力は抑制飼育後のアコヤガイの生
理状態および栄養状態を反映し，抑制の程度や効果
を把握する指標として有効に活用できる可能性が示
された。
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